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【
第
二
回
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係（
交
流
）史
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割

李　
　

致　

萬

Ⅰ
．
は
じ
め
に

三
・
一
運
動
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
帝
の
武
断
統
治
と
経
済
的
収
奪
と
文
化
的
抑
圧
の
民
族
的
諸
矛
盾
か
ら
触
発
し
た
全
民
族
的
・
全

階
層
的
民
族
独
立
運
動
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
三
月
一
日
に
勃
発
し
、
約
一
年
間
、
総
数
一
万
五
千
回
の
万
歳
示
威
、
延
べ
一
千
万
名
の

参
加
と
い
う
統
計
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
・
一
運
動
は
様
相
に
お
い
て
も
老
若
男
女
の
多
衆
多
発
的
万
歳
示
威
運
動
、
民
族
代

表
機
関
と
し
て
の
臨
時
政
府
樹
立
運
動
、
海
外
で
の
外
交
活
動
な
ど
多
様
な
形
で
現
れ
た
。
ま
た
、
三
・
一
運
動
は
宣
言
書
に
も
記
し
て
い

る
よ
う
に
非
暴
力
・
平
和
運
動
を
標
榜
し
、
世
界
史
的
市
民
運
動
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
三
・
一
運
動

は
、
抗
日
民
族
運
動
の
総
結
集
で
あ
り
、
韓
民
族
独
立
運
動
史
の
金
字
塔
で
あ
る
と
言
え
る
。

三
・
一
運
動
は
海
外
の
独
立
運
動
家
の
活
躍
と
東
京
留
学
生
の
「
二
・
八
独
立
宣
言
」
が
そ
の
「
震
源
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
・
一

運
動
の
準
備
過
程
で
は
、
天
道
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
な
ど
の
宗
教
団
体
に
よ
る
民
族
大
連
合
戦
線
が
成
り
立
っ
た
。
そ
の
内
、
キ
リ
ス

ト
教
は
胎
動
段
階
、
準
備
段
階
、
拡
大
段
階
な
ど
三
・
一
運
動
の
全
過
程
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を
し
た
。
こ
れ
は
、
三
・
一
運
動
の

民
族
代
表
四
八
人
（「
独
立
宣
言
書
」
の
署
名
者
三
三
人
、
非
署
名
者
一
五
人
）
の
中
、
半
数
近
い
二
一
人
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
と
い
う
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145 三・一運動の準備過程におけるキリスト者の役割

事
実
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
三
・
一
運
動
の
胎
動
・
準
備
過
程
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
か
を
究
明
し
、
こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教

社
会
運
動
的
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
論
究
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
・
一
運
動
全
般

的
な
状
況
に
対
し
て
は
一
応
保
留
し
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
を
記
述
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
の
展
開
は
、
ま
ず
三
・
一
運
動
の
背
景
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
部
分
を
探
り
、
ま
た
、
三
・
一
運
動
の
胎
動
、
準

備
段
階
で
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
の
特
徴
は
何
で
あ
っ

た
か
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
史
的
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

Ⅱ
．
民
族
文
化
の
抹
殺
政
策
と
キ
リ
ス
ト
教
界
の
反
感

三
・
一
運
動
の
内
的
原
因
及
び
背
景
は
、
主
に
（
1
）日
帝
の
武
断
的
植
民
統
治
、（
2
）経
済
的
収
奪
、（
3
）民
族
文
化
の
抹
殺
な
ど

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
三
・
一
運
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
関
し
て
は
民
族
文
化
の
抹
殺
政
策
と
深
い
関
係
が
あ

る
と
言
い
う
る
。

総
督
府
は
「
同
化
主
義
」
に
立
脚
し
た
民
族
主
体
性
の
抹
殺
政
策
と
皇
国
臣
民
化
政
策
を
積
極
的
に
施
行
し
た
。
そ
の
政
策
は
、
宗
教
と

教
育
に
集
中
さ
れ
た
が
、
総
督
府
は
一
九
一
一
年
に
「
朝
鮮
教
育
令
」
を
公
布
し
、「
勅
語
ノ
旨
趣
ニ
基
キ
忠
良
ナ
ル
国
民
ヲ
養
成
ス
ル
コ

ト
（
第
二
条
）
と
「
国
民
ノ
性
格
ヲ
涵
養
シ
国
語
ヲ
普
及
ス
ル
コ
ト
」（
第
五
条
）
を
そ
の
目
的
と
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
朝
鮮
教
育

令
」
は
、
民
族
文
化
、
韓
国
語
、
韓
国
の
歴
史
な
ど
を
抹
殺
し
、
天
皇
を
崇
拝
さ
せ
、
韓
国
人
を
「
忠
良
ナ
ル
臣
民
」
と
い
う
美
名
の
下

に
、
植
民
地
の
奴
隷
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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韓
日
併
合
後
、「
私
立
学
校
令
」（
一
九
〇
八
）
が
公
布
さ
れ
た
際
、
統
監
府
は
私
学
を
「
宗
教
学
校
」
と
「
政
治
学
校
」
で
区
分
し
、
後

者
を
「
政
治
上
社
会
上
ノ
問
題
ヲ
捉
ラ
ヘ
来
リ
テ
討
究
論
議
セ
シ
ム
ル
…
…
学
校
本
然
ノ
目
的
ヲ
沒
却
ス
ル
モ
ノ
」
と
規
定
し
て
徹
底
的
に

規
制
・
弾
圧
し
た
も
の
の
）
1
（

、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
が
主
で
あ
っ
た
「
宗
教
学
校
」
に
対
し
て
は
弾
圧
政
策
を
取
ら
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

系
学
校
は
外
国
人
宣
教
師
が
係
わ
っ
て
い
る
か
ら
、「
治
外
法
権
ノ
関
係
上
、
当
然
ニ
私
立
学
校
令
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト
云
フ

ヲ
得
ズ
」
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
）
2
（

。
し
か
し
、
併
合
後
に
は
事
情
が
変
わ
っ
た
。「
私
立
学
校
令
」
を
さ
ら
に
強
化
し
た
「
私
立
学
校
規
則
」

（
一
九
一
一
）
が
公
布
さ
れ
、
学
校
設
立
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
の
採
用
、
教
科
課
程
、
教
科
書
の
採
択
、
授
業
の
内
容
に
至
る
ま
で
総
督
府

の
統
制
と
監
督
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
も
こ
れ
を
違
反
す
る
場
合
に
は
学
校
閉
鎖
の
措
置
を
取
る
と
脅
か
し
た
。

な
お
か
つ
、「
改
訂
私
立
学
校
規
則
」（
一
九
一
五
）
を
公
布
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
科
の
制
限
（
特
に
、
宗
教
教
育
の
禁
止
）、
宗
教

儀
式
（
礼
拝
、
祈
祷
会
）
の
禁
止
、
日
本
人
教
員
の
義
務
採
用
、
教
員
の
制
限
（
日
本
語
能
通
者
と
制
限
）
な
ど
が
そ
の
骨
子
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
間
私
学
に
対
す
る
規
制
の
対
象
外
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
を
正
面
か
ら
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
究
極

的
に
は
宣
教
師
経
営
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
消
滅
を
狙
っ
た
措
置
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
教
科
課
程
に
お
い
て
宗
教
教
育
を

禁
止
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
教
師
が
い
る
限
り
、
学
生
ら
は
彼
ら
か
ら
宗
教
的
影
響
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
よ
っ
て
、「
勅
語
ノ
旨

趣
ニ
基
キ
忠
良
ナ
ル
国
民
ヲ
養
成
ス
ル
」
皇
国
臣
民
化
教
育
を
施
す
上
で
妨
げ
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
、
総
督
府
外

事
局
長
の
小
松
緑
は
宣
教
師
と
の
集
い
の
席
で
、「
改
訂
私
学
規
則
」
に
よ
る
私
学
取
締
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

我
々
の
教
育
の
目
的
は
、
単
に
我
が
国
民
の
知
識
と
倫
理
を
発
展
さ
せ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
我
が
日
本
帝
国
の
存
立
と
繁
栄
に

寄
与
し
う
る
国
民
精
神
を
、
彼
ら
の
心
の
中
に
啓
発
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
…
…
我
々
は
貴
方
（
宣
教
師
）
が
時
代
の
変
化
を

直
視
す
る
こ
と
と
、
教
育
に
関
す
る
問
題
は
全
面
的
に
政
府
（
総
督
府
）
に
一
任
す
る
こ
と
と
、
今
ま
で
教
育
に
投
資
し
た
金

銭
と
努
力
を
宗
教
的
布
教
と
い
う
本
然
の
領
域
に
専
念
す
る
こ
と
を
望
む
。
…
…
教
育
は
断
固
と
し
て
国
家
主
義
的
で
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
万
国
普
遍
の
宗
教
に
よ
っ
て
混
合
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
）
3
（

。

こ
の
よ
う
な
方
針
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
対
応
は
、
二
つ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
学
校
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派

特
有
の
職
制
に
基
づ
き
、
ハ
リ
ス
（M

. C
. H

arris

）
監
督
の
影
響
が
強
か
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
、
か
つ
て
乙
巳
保
護
条
約
〔
第
二
次
日
韓
協

約
〕
が
締
結
さ
れ
る
と
、「
日
本
帝
国
が
後
ろ
盾
と
な
り
て
韓
国
の
干
渉
す
る
て
ふ
こ
と
は
、
彼
の
国
（
韓
国
）
の
将
来
に
よ
り
て
甚
だ
し

く
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
。」
と
、
は
ば
か
ら
ず
に
言
っ
た
代
表
的
「
親
日
家
」
で
あ
っ
た
）
4
（

。 

ハ
リ
ス
の
親
日
的
影
響
も
あ
り
、
ま

た
他
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
宣
教
師
ら
も
学
校
存
続
が
優
先
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
も
あ
り
、
一
応
総
督
府
の
規
則
に
順
応
し
て
正

規
学
校
と
し
て
認
可
を
申
請
し
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師
ら
は
直
接
的
な
聖
書
教
育
と
礼
拝
儀
式
を
行
え
な
く
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
教

師
ら
に
よ
る
間
接
的
な
方
法
を
も
っ
て
宣
教
教
育
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
長
老
派
の
学
校
は
、
聖
書
教
育
及
び
礼
拝
儀
式
の
禁
止
は
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
総
督
府

の
規
則
を
断
固
と
し
て
拒
否
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
宣
教
師
の
直
接
経
営
で
な
い
平
北
定
州
の
五
山
（
オ
サ
ン
）
学

校
と
咸
興
の
カ
ナ
ダ
長
老
派
経
営
の
永
生
（
ヨ
ン
セ
ン
）
女
学
校
を
除
き
、
長
老
派
の
学
校
は
正
規
学
校
の
認
可
を
申
請
せ
ず
、
聖
書
教
育

と
礼
拝
儀
式
を
維
持
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
老
派
の
学
校
は
「
各
種
学
校
」
と
な
り
、
卒
業
生
が
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
不
利
益
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
総
督
府
の
徹
底
的
な
教
育
弾
圧
政
策
に
よ
っ
て
、
民
族
私
学
と
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
き
な
打
撃
を

受
け
、
下
表
の
よ
う
に
学
校
と
学
生
は
激
減
し
た
。
私
立
・
各
種
学
校
の
学
生
は
官
・
公
立
学
校
へ
転
校
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
総
督
府

は
弾
圧
に
よ
っ
て
私
学
を
漸
次
的
に
消
滅
さ
せ
、
一
方
で
は
官
・
公
立
学
校
を
拡
大
し
、
民
族
の
主
体
性
を
抹
殺
し
、
皇
国
臣
民
化
の
教
育

政
策
を
強
固
に
し
た
の
で
あ
る
。

「
一
〇
五
人
事
件
」
以
後
、
総
督
府
は
教
育
分
野
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
監
視
と
弾
圧
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。
総
督
府
側
は
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「
一
〇
五
人
事
件
」
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
者
の
不
屈

の
信
仰
心
と
宣
教
師
の
協
力
体
制
に
対
し
て
敵
対
的
感
情
を
露
骨
に
呈

し
た
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
、「
布
教
規
則
」（
一
九
一
五
）
を
公
布
し

た
。「
布
教
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
布
教
者
は
総
督
府
が
規
定
し
た
資
格

証
を
要
し
、
礼
拝
堂
、
伝
道
所
の
建
物
は
総
督
府
の
許
可
を
要
し
、
伝

道
集
会
、
査
経
会
な
ど
規
模
が
大
き
い
集
会
に
は
警
察
が
派
遣
さ
れ
、

集
会
の
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。「
布
教
規
則
」
に
よ

る
キ
リ
ス
ト
教
の
被
害
は
各
地
で
起
き
た
。
平
北
義
州
（
ウ
ィ
ジ
ュ
）

の
あ
る
教
会
は
、
設
立
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
信
徒
は
解

散
し
て
し
ま
っ
た
）
6
（

。
宣
教
師
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
が
主
催
し
た
ソ
ウ
ル
の

あ
る
伝
道
集
会
で
、
青
年
逹
が
多
数
参
加
し
て
熱
気
が
高
ま
る
と
、
警

察
は
こ
れ
を
政
治
と
係
わ
る
こ
と
と
し
、
講
師
で
あ
っ
た
平
北
宣
川
在

住
の
メ
ッ
ク
キ
ュ
ン
（G

. S. M
cC

une

：
尹
山
温
）
を
ソ
ウ
ル
か
ら

追
い
払
っ
た
）
7
（

。
平
壌
の
あ
る
集
会
に
お
い
て
も
、
信
徒
が
涙
を
流
し
な

が
ら
祈
る
と
、
警
察
は
こ
れ
を
民
族
の
た
め
に
流
す
涙
で
あ
る
と
、
文

句
を
つ
け
て
派
出
所
に
数
日
間
監
禁
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
）
8
（

。
ま
た
、
伝

道
用
チ
ラ
シ
の
「
朝
鮮
の
兄
弟
よ
、
各
自
の
心
中
の
悪
魔
を
追
い
払
お

う
！
」
と
い
う
文
句
を
問
題
に
し
て
押
収
し
た
。
悪
魔
は
当
時
の
韓
国

人
に
と
っ
て
は
、
日
本
人
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
「
不
穏
」
で
あ
る
と
い

年度 学校数 教員数 生徒数
1910 1,973 5,500 80,760

1911 1,671 3,362 71,522

1912 1,362 3,065 57,377

1913 1,282 3,000 58,766

1914 1,244 4,625 65,725

1915 1,154 3,708 56,793

1916 1,045 3,460 54,197

1917 868 2,991 49,745

1918 778 2,558 44,915

1919 742 2,544 38,204

〈表〉私立・各種学校状況統計（1910〜1919）■
（5）
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う
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
）
9
（

。

の
み
な
ら
ず
、
神
道
や
組
合
教
会
な
ど
日
本
人
に
よ
る
韓
国
布
教
を
支
援
・
奨
励
し
、
韓
国
人
に
よ
る
自
主
的
宗
教
勢
力
を
弱
化
さ
せ
よ

う
と
す
る
政
策
も
並
行
し
た
。
例
え
ば
、「
組
合
教
会
の
鮮
人
伝
道
は
鮮
人
の
日
本
国
民
化
で
、
鮮
人
を
し
て
其
の
反
抗
的
心
状
態
を
去
り
、

独
立
自
治
を
慕
ふ
の
気
概
を
転
じ
、
日
鮮
一
体
の
境
地
達
し
せ
し
む
る
に
在
て
、
外
国
宣
教
師
の
伝
道
は
之
を
為
す
に
適
せ
ず
、
唯
日
本
人

の
伝
道
の
み
之
を
為
す
を
得
可
し
と
自
任
し
、
此
唱
道
を
以
て
純
福
音
宣
伝
に
趣
味
な
き
日
本
人
を
動
し
て
其
の
物
質
的
援
助
を
得
ん
と
す

る
に
在
る
や
う
で
あ
る 
」
と
い
う
組
合
教
会
の
韓
国
伝
道
の
方
針
に
対
し
、「
純
福
音
宣
伝
に
趣
味
な
き
」
総
督
府
が
機
密
費
か
ら
匿
名
寄

付
の
形
で
「
物
質
的
援
助
」
を
し
た
）
10
（

。
す
な
わ
ち
、「
鮮
人
の
日
本
国
民
化
で
、
鮮
人
を
し
て
其
の
反
抗
的
心
状
態
を
去
り
、
独
立
自
治
を

慕
ふ
の
気
概
を
転
じ
」
よ
う
と
し
た
組
合
教
会
の
韓
国
伝
道
方
針
と
総
督
府
の
政
策
と
合
致
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
総
督
府
は
他
の
宗
教
界
に
対
し
て
も
手
綱
を
緩
め
ず
、
民
族
文
化
の
抹
殺
政
策
を
施
し
た
。
ま
ず
、
仏
教
界
に
対
し
、
一
九
一
一

年
六
月
「
寺
刹
令
」
と
七
月
「
寺
刹
令
施
行
規
則
」
を
そ
れ
ぞ
れ
公
布
し
、
寺
刹
の
住
職
の
就
職
に
対
し
て
総
督
と
地
方
長
官
の
認
可
を
受

け
る
よ
う
に
規
定
す
る
な
ど
、
全
国
の
す
べ
て
の
寺
刹
を
総
督
府
の
管
理
下
に
置
い
た
。

東
学
革
命
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
天
道
教
に
対
し
て
は
、
愛
国
啓
蒙
運
動
期
の
活
発
な
政
治
的
活
動
が
理
由
に
な
っ
て
、
宗
教
団
体
で
は

な
く
「
類
似
宗
教
団
体
」
と
規
定
し
た
。「
類
似
宗
教
団
体
」
は
、
総
督
府
学
務
局
の
管
轄
で
は
な
く
、
警
務
局
の
管
轄
と
な
っ
て
警
察
の

干
渉
と
監
視
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
天
道
教
の
中
央
総
部
と
各
教
区
は
常
に
監
視
さ
れ
、
財
務
・
会
計
は
毎
月
義
務
的
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
教
典
・
雑
誌
な
ど
の
宗
教
的
印
刷
物
に
対
し
て
も
事
前
に
検
閲
さ
れ
、
な
お
か
つ
礼
拝
、
祈
祷
会
な
ど
の

宗
教
集
会
も
事
前
許
可
を
受
け
、
警
察
の
監
視
下
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
か
ら
少
し
で
も
逸
脱
す
れ
ば
、

間
違
い
な
く
押
収
捜
索
と
強
制
解
散
に
あ
う
し
か
な
か
っ
た
）
11
（

。

以
上
の
よ
う
に
総
督
府
の
無
道
な
宗
教
政
策
は
、
宗
教
人
た
ち
の
不
満
と
怒
り
を
買
う
に
十
分
で
あ
っ
た
。
三
・
一
運
動
に
お
い
て
、
キ

リ
ス
ト
教
・
天
道
教
な
ど
宗
教
界
が
積
極
的
に
参
加
し
た
の
は
、
当
時
唯
一
の
合
法
的
な
組
織
が
宗
教
界
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
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る
が
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
弾
圧
政
策
と
深
い
関
連
が
あ
っ
た
。

Ⅲ
．
三
・
一
運
動
の
胎
動
・
準
備
過
程
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割

三
・
一
運
動
の
母
胎
に
な
っ
た
動
き
は
、
相
対
的
に
活
動
の
自
由
が
あ
り
、
国
際
情
勢
の
対
応
が
迅
速
で
あ
っ
た
海
外
の
独
立
運
動
家

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
老
派
伝
道
師
の
経
歴
が
あ
る
呂
運
亨
（
ヨ
・
ウ
ン
ヒ
ョ
ン
：
平
壌
神
学
校
中
退
）
は
、
一
連
の
国
際
情
勢
の

変
化
が
独
立
運
動
の
好
機
で
あ
る
と
判
断
し
、
中
国
上
海
で
一
九
一
八
年
八
月
に
「
新
韓
青
年
党
」
を
結
成
し
た
）
12
（

。
第
一
次
世
界
大
戦
が

一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
に
終
結
す
る
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
講
和
会
議
へ
の
中
国
の
参
加
を
促
す
た
め
、
ク
レ
イ
ン
（C

harles R
. 

C
rane

）
を
特
使
と
し
て
中
国
に
派
遣
し
た
。
上
海
に
到
着
し
た
ク
レ
イ
ン
は
、
歓
迎
集
会
に
出
席
し
、
来
る
講
和
会
議
で
は
戦
後
の
植
民

地
処
理
問
題
が
被
抑
圧
弱
小
民
族
の
意
思
を
尊
重
す
る
方
向
で
処
理
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
中
国
も
講
和
会
議
に
代
表
を
派
遣
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
い
う
主
旨
の
演
説
を
行
っ
た
。
こ
の
集
会
に
出
席
し
た
「
新
韓
青
年
党
」
の
代
表
で
あ
る
呂
運
亨
は
ク
レ
イ
ン
を
訪
問
し
、
日
本

の
韓
国
併
合
以
来
、
日
本
人
の
韓
国
人
に
対
す
る
抑
圧
が
日
ご
と
に
残
忍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
韓
国
人
の
代
表
を
講
和
会
議
に

派
遣
し
て
韓
国
人
の
独
立
意
思
を
発
表
し
た
い
と
い
う
意
思
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
ク
レ
イ
ン
は
力
の
か
ぎ
り
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約

束
し
た
）
13
（

。
ク
レ
イ
ン
と
の
面
談
で
鼓
舞
さ
れ
た
呂
運
亨
は
、
緊
急
党
員
会
議
を
召
集
し
、
金
奎
植
（
キ
ム
・
ギ
ュ
シ
ク
）
を
韓
国
代
表
と
し

て
パ
リ
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
新
韓
青
年
党
」
の
韓
国
代
表
と
し
て
選
定
さ
れ
た
金
奎
植
は
、
ア
メ
リ
カ
で
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

ソ
ウ
ル
最
古
の
長
老
派
「
새
문
안
（
セ
ム
ナ
ン
）
教
会
」
の
長
老
を
歴
任
し
た
が
、「
一
〇
五
人
事
件
」
の
し
わ
寄
せ
で
中
国
に
亡
命
し
て

い
た
。
呂
運
亨
は
、
金
奎
植
が
パ
リ
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
備
え
て
、
二
通
の
独
立
請
願
書
を
作
成
し
た
。
一
通
は
ウ
ィ
ル

ソ
ン
に
渡
し
て
く
れ
る
よ
う
ク
レ
イ
ン
に
託
し
、
も
う
一
通
は
中
国
代
表
団
に
随
行
す
る
上
海
在
住
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ミ
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ラ
ー
ド
（T

hom
as F. M

illard

）
に
渡
し
、パ
リ
で
米
大
統
領
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
一
員
に
伝
逹
す
る
よ
う
に
託
し
た
）
14
（

。
そ
し
て
、

金
奎
植
は
一
九
一
九
年
二
月
に
上
海
を
出
発
し
、
海
路
で
イ
ン
ド
洋
を
経
由
し
、
同
年
三
月
パ
リ
に
到
着
し
た
。

一
方
、「
新
韓
青
年
党
」
は
、
金
奎
植
の
講
和
会
議
へ
の
派
遣
の
後
続
措
置
と
し
て
、
韓
国
国
内
、
日
本
、
満
洲
及
び
露
領
沿
海
州
に
そ

れ
ぞ
れ
密
使
を
派
遣
し
た
。
韓
国
国
内
に
潜
入
し
た
鮮
于
爀
（
ソ
ヌ
・
ヒ
ョ
ク
）、
金
澈
（
キ
ム
・
チ
ョ
ル
）、
徐
丙
浩
（
ソ
・
ビ
ョ
ン
ホ
）、

金
順
愛
（
キ
ム
・
ス
ネ
：
金
奎
植
の
婦
人
）、
白
南
圭
（
ペ
ク
・
ナ
ム
ギ
ュ
）
な
ど
は
、
国
内
の
志
士
ら
と
接
触
し
、
金
奎
植
の
講
和
会
議

へ
の
派
遣
を
報
告
し
、
国
内
で
の
独
立
運
動
を
慫
慂
し
た
。
ま
た
、
趙
鏞
殷
（
チ
ョ
・
ヨ
ン
ウ
ン
：
キ
リ
ス
ト
者
）、
張
徳
秀
（
チ
ャ
ン
・

ド
ク
ス
：
キ
リ
ス
ト
者
）、
李
光
洙
（
イ
・
グ
ヮ
ン
ス
：
当
時
キ
リ
ス
ト
者
と
推
定
さ
れ
る
）
を
順
々
に
日
本
に
派
遣
し
、
日
本
内
留
学
生

と
の
接
触
な
ど
に
当
た
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
呂
運
亨
は
、
満
洲
及
び
露
領
地
域
の
独
立
運
動
家
ら
と
会
合
し
、
独
立
運
動
の
絶
好
の
機
会
で

あ
る
と
説
明
し
、
同
意
と
支
援
も
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
新
韓
青
年
党
」
は
、
三
・
一
運
動
の
「
震
源
」
の
役
割
を
果
た
し
た
）
15
（

。

一
方
、
在
米
韓
国
人
は
ど
の
地
域
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
韓
国
独
立
の
た
め
の
国
際
世
論
の
喚
起
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年

一
〇
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
「
二
五
カ
国
弱
小
国
会
議
」
に
ハ
ワ
イ
「
大
韓
人
国
民
会
」
の
代
表
と
し
て
朴
容
萬
（
パ
ク
・
ヨ
ン

マ
ン
：
尚
洞
青
年
会
出
身
）
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
民
族
自
決
主
義
」
の
提
唱
を
も
っ
て
米
国
内
被
抑
圧
弱
小
民
族
の

独
立
熱
気
が
高
ま
る
と
、
在
米
韓
国
人
の
活
動
が
本
格
化
し
た
。
ま
ず
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
所
在
の
「
大
韓
人
国
民
会
（T

he K
orean 

N
ational A

ssociation

）」
の
代
表
の
安
昌
浩
は
、
一
九
一
八
年
一
一
月
に
会
議
を
召
集
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
弱
小
国
同
盟
会
議
と
パ
リ
講

和
会
議
の
韓
国
代
表
と
し
て
李
承
晩
、
鄭
翰
景
（
チ
ョ
ン
・
ハ
ン
ギ
ョ
ン
）、
閔
讃
鎬
（
ミ
ン
・
チ
ャ
ン
ホ
：
牧
師
）
な
ど
三
人
を
派
遣
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
前
記3

人
の
連
名
の
独
立
請
願
書
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
宛
て
に
送
っ
た
。
彼
ら
三
人
は
、
パ
リ
講
和
会
議
へ

の
参
加
の
た
め
に
旅
券
手
続
き
を
始
め
た
が
、
戦
勝
国
で
あ
る
日
本
の
抗
議
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
旅
券
発
行
を
取
り
消
し
た
）
16
（

。
こ
れ
と
は

別
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
所
在
の
「
新
韓
協
会
（T

he K
orean A

ssociation

）」
も
弱
小
民
族
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
米
政
治
界
の
人
士
ら
と

接
触
し
、
韓
国
独
立
に
対
す
る
世
論
を
喚
起
す
る
活
動
を
展
開
し
た
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
弱
小
国
同
盟
会
議
に
は
、「
新
韓
協
会
」
の

ky5325三一運動d偶.indd   151 12.10.10   0:43:37 AM



152

中
心
的
人
物
で
あ
る
金
憲
植
（
キ
ム
・
ホ
ン
シ
ク
）
を
含
め
、「
大
韓
人
国
民
会
」
の
閔
讃
鎬
牧
師
、
鄭
翰
景
な
ど
が
参
加
し
た
。
会
議
は

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
民
族
自
決
主
義
」
を
支
持
す
る
と
共
に
、
ひ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
被
抑
圧
弱
小
民
族
を
独
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
決
意
を
鮮
明
に
し
た
。
こ
の
会
議
で
「
新
韓
協
会
」
の
金
憲
植
が
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た
）
17
（

。

在
日
韓
国
人
留
学
生
は
、
東
京
の
「
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
（
Y
M
C
A
）」
と
「
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
」
を
中
心
に
独
立
意
識
を
鼓
吹
し

な
が
ら
結
束
を
固
め
て
い
た
。
特
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
民
族
自
決
主
義
」
が
知
ら
れ
て
か
ら
、
独
立
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
た
が
、
必

ず
し
も
一
致
し
た
見
解
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
留
学
生
ら
は
「
民
族
自
決
主
義
」
が
敗
戦
国
植
民
地
の
み
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、

戦
勝
国
日
本
の
植
民
地
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
お
お
よ
そ
認
知
し
て
い
た
）
18
（

。
そ
の
際
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
系
英
字
新
聞

『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
（T

he Japan A
dvertiser

）』
を
通
じ
て
、
在
米
韓
国
人
の
独
立
運
動
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

を
う
け
て
学
生
ら
は
大
き
く
鼓
舞
さ
れ
た
）
19
（

。
こ
こ
に
学
友
会
は
、
一
九
一
九
年
一
月
六
日
に
東
京
の
「
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
館
」
で
雄
弁
会

を
開
催
し
、「
朝
鮮
民
族
ノ
独
立
運
動
ヲ
為
ス
ニ
最
モ
適
当
ス
ル
時
機
ヲ
以
テ
既
ニ
海
外
ノ
同
胞
ニ
於
テ
ハ
夫
々
運
動
ヲ
為
シ
居
ル
ニ
拘
ハ

ラ
ズ
独
リ
吾
等
ガ
袖
手
傍
観
ス
ル
ト
祖
国
ニ
忠
実
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
宜
シ
ク
具
体
的
運
動
ヲ
開
始
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
決
意

し
、
そ
の
具
体
的
な
行
動
の
た
め
、
崔
八
鏞
（
チ
ェ
・
パ
リ
ョ
ン
：
早
大
生
）、
徐
椿
（
ソ
・
チ
ュ
ン
：
元
東
京
高
師
生
）、
白
寛
洙
（
ペ

ク
・
グ
ヮ
ン
ス
：
正
則
英
語
校
生
）、
李
琮
根
（
イ
・
ジ
ョ
ン
グ
ン
：
東
洋
大
生
）、
金
尚
徳
（
キ
ム
・
サ
ン
ド
ク
：
無
職
）、
田
栄
沢
（
チ
ョ

ン
・
ヨ
ン
テ
ク
：
青
山
学
院
生
）、
金
度
演
（
キ
ム
・
ド
ヨ
ン
：
慶
大
生
）、
尹
昌
錫
（
ユ
ン
・
チ
ャ
ン
ソ
ク
：
青
山
学
院
生
）、
宋
継
白

（
ソ
ン
・
ケ
ペ
ク
：
早
大
生
）、
崔
謹
愚
（
チ
ェ
・
グ
ヌ
：
東
京
高
師
生
）
な
ど
を
実
行
委
員
と
し
て
選
出
し
た
。
実
行
委
員
は
独
立
宣
言
書

を
作
成
・
宣
布
し
、
こ
れ
を
日
本
政
府
と
各
国
大
・
公
使
館
及
び
貴
・
衆
両
院
に
送
付
す
る
こ
と
を
決
め
た
）
20
（

。

折
し
も
、
上
海
の
「
新
韓
青
年
党
」
の
李
光
洙
（
早
大
生
）
が
東
京
に
到
着
し
、
上
海
で
の
独
立
運
動
の
動
き
を
報
告
し
た
。
学
友
会
は

前
記
の
九
人
（
田
栄
沢
は
病
患
で
辞
任
）
に
、
李
光
洙
、
金
喆
寿
（
キ
ム
・
チ
ョ
ル
ス
）
を
加
え
、
独
立
宣
言
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て

「
朝
鮮
青
年
独
立
団
」
を
結
成
し
た
。「
朝
鮮
青
年
独
立
団
」
は
、
独
立
宣
言
書
（
起
草
者
、
李
光
洙
）
を
韓
国
語
、
日
本
語
、
英
語
で
作
成
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し
、
こ
れ
を
韓
国
国
内
と
中
国
に
伝
逹
す
る
た
め
、
韓
国
国
内
に
は
宋
継
白
、
崔
謹
愚
を
、
中
国
に
は
李
光
洙
を
派
遣
し
た
）
21
（

。

一
九
一
九
年
二
月
八
日
、「
朝
鮮
青
年
独
立
団
」
名
義
の
「
民
族
大
会
召
集
請
願
書
」
及
び
「
宣
言
書
」、「
決
議
文
」
を
日
本
議
会
、
駐

日
各
国
大
・
公
使
館
及
び
内
外
の
新
聞
社
に
送
っ
た
。
そ
し
て
、
午
後
に
「
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
館
」
で
雄
弁
会
と
銘
打
っ
た
集
会
を
開
催

し
、
留
学
生
数
百
人
が
結
集
し
た
中
で
独
立
を
宣
言
し
た
）
22
（

。
す
な
わ
ち
、
在
日
留
学
生
に
よ
る
「
二
・
八
独
立
宣
言
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

在
日
留
学
生
の
独
立
宣
言
は
こ
こ
に
止
ま
ら
ず
、
国
内
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
宣
言
書
を
密
か
に
携
え
て
帰
国
し
た
宋
継
白
は
、
留
学
先

輩
で
あ
る
中
央
学
校
教
師
の
玄
相
允
（
ヒ
ョ
ン
・
サ
ン
ユ
ン
）
と
中
央
学
校
校
長
の
宋
鎭
禹
（
ソ
ン
・
ジ
ン
ウ
）
と
会
い
、
東
京
で
の
独
立

運
動
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
玄
相
允
は
普
成
学
校
校
長
の
崔
麟
（
チ
ェ
・
リ
ン
：
天
道
教
幹
部
）
に
、
崔
麟
は
天
道
教
教
主
の
孫
秉
煕
（
ソ

ン
・
ビ
ョ
ン
ヒ
）
に
こ
の
事
実
を
知
ら
せ
、
三
・
一
運
動
の
胎
動
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
在
日
留
学
生
の

「
二
・
八
独
立
宣
言
」
は
、
三
・
一
運
動
の
荘
厳
た
る
「
序
曲
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
海
外
の
独
立
運
動
の
流
れ
は
、
三
・
一
運
動
の
母
胎
に
な
っ
た
が
、
三
・
一
運
動
を
大
々
的
な
運
動
へ
企
て
て
点
火
さ

せ
た
の
は
国
内
の
宗
教
界
と
学
生
層
で
あ
っ
た
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
限
定
す
る
と
、
前
述
し
た
海
外
の
独
立
運
動
に
は
、
キ
リ
ス
ト

者
が
個
別
的
に
関
わ
っ
た
が
、
国
内
に
お
い
て
の
運
動
の
企
画
・
点
火
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
組
織
的
な
対
応
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
国
内
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
組
織
的
な
対
応
の
背
景
に
は
海
外
在
住
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
が
相
当
に
作
用
し
た
。

長
老
派
信
徒
で
あ
っ
た
鮮
于
爀
は
、「
一
〇
五
人
事
件
」
に
連
累
し
て
苦
難
を
経
験
し
た
後
、
上
海
へ
亡
命
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
上
海
で

結
成
さ
れ
た
「
新
韓
青
年
党
」
に
加
盟
し
た
鮮
于
爀
は
、
独
立
運
動
に
関
す
る
密
命
を
持
っ
て
、
一
九
一
九
年
二
月
初
め
頃
（
あ
る
い
は
一

月
末
頃
）、
国
内
に
潜
入
し
た
。
帰
国
後
、
鮮
于
爀
は
、
ま
ず
、「
一
〇
五
人
事
件
」
の
昔
の
同
志
、
梁
甸
伯
（
ヤ
ン
・
ジ
ョ
ン
ペ
ク
：
元
長

老
派
総
会
長
）
牧
師
、
李
昇
薫
（
イ
・
ス
ン
フ
ン
）
長
老
と
順
々
に
会
い
、
ま
た
平
壌
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
有
力
者
吉
善
宙
（
ギ
ル
・

ソ
ン
ジ
ュ
：
「
一
〇
五
人
事
件
」
の
連
累
者
で
あ
る
吉
鎭
亨
の
父
親
）
牧
師
と
も
会
い
、
現
今
の
国
際
情
勢
を
説
明
し
、
こ
の
時
機
に
よ
る

独
立
運
動
を
講
じ
、
彼
ら
か
ら
積
極
的
な
賛
同
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
ま
た
「
一
〇
五
人
事
件
」
の
昔
の
同
志
で
あ
り
、
西
北
地
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方
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
姜
奎
燦
（
ガ
ン
・
ギ
ュ
チ
ャ
ン
）
牧
師
、
邊
麟
瑞
（
ビ
ョ
ン
・
リ
ン
ソ
）
牧
師
、
安
世
桓
（
ア

ン
・
セ
フ
ヮ
ン
）、
李
徳
煥
（
イ
・
ド
ク
ヮ
ン
）、
金
東
元
（
キ
ム
・
ド
ン
ウ
ォ
ン
）、
都
寅
權
（
ド
・
イ
ン
グ
ォ
ン
）、
金
聖
鐸
（
キ
ム
・
ソ

ン
タ
ク
）、
尹
愿
三
（
ユ
ン
・
ウ
ォ
ン
サ
ム
）、
尹
聖
運
（
ユ
ン
・
ソ
ン
ウ
ン
）
な
ど
と
も
会
合
を
持
ち
、
独
立
運
動
及
び
義
捐
金
募
集
に
関

し
て
話
し
合
い
、
上
海
へ
帰
っ
た
。
こ
こ
に
、
前
記
の
西
北
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
界
リ
ー
ダ
ー
ら
は
平
壌
を
中
心
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
独

自
の
独
立
運
動
計
画
を
樹
立
し
た
。
具
体
的
に
は
平
壌
市
内
の
キ
リ
ス
ト
者
と
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
学
生
、
ま
た
官
立
学
校
の
キ
リ
ス
ト

学
生
ら
を
総
動
員
し
て
、
独
立
運
動
を
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
師
側
の
交
渉
は
尹
愿
三
、
学
生
側
の
交
渉
は
安
世
桓

を
当
て
る
こ
と
に
し
た
）
23
（

。

一
方
、
ソ
ウ
ル
で
は
天
道
教
が
早
く
か
ら
独
立
運
動
を
計
画
・
推
進
し
て
い
た
。
權
東
鎭
（
グ
ォ
ン
・
ド
ン
ジ
ン
）、
呉
世
昌
（
オ
・
セ

チ
ャ
ン
）、
崔
麟
な
ど
天
道
教
の
リ
ー
ダ
ー
ら
は
、
一
九
一
八
年
一
二
月
下
旬
頃
か
ら
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る
独
立
運
動
を
具
体
的
に

講
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
九
年
一
月
二
五
日
（
あ
る
い
は
二
六
日
）、
天
道
教
教
主
の
孫
秉
煕
に
も
報
告
し
、
こ
れ
に
孫
秉
煕
は
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
た
だ
、「
朝
鮮
人
ノ
輿
論
ヲ
喚
起
シ
列
強
ヲ
シ
テ
朝
鮮
人
一
般
ノ
意
思
表
示
ヲ
認
メ
シ
ム
ル
ニ
ハ
単

リ
天
道
教
ノ
力
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
不
可
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
外
国
ト
ノ
交
渉
関
係
ヨ
リ
ス
ル
モ
有
力
ナ
ル
耶
蘇
教
徒
ノ
團
體
ト
協
力
シ
更
ニ
貴
族

及
古
老
ノ
一
部
ヲ
加
入
セ
シ
メ
以
テ
其
ノ
聲
ヲ
大
ニ
」
す
る
こ
と
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗
教
界
と
社
会
名
望
家
な
ど
を
網
羅
し
た
民

族
大
連
合
の
大
々
的
な
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
の
交
渉
は
崔
南
善
（
チ
ェ
・
ナ
ン
ソ
ン
）
に
託
し
た
）
24
（

。
こ
れ
に

従
い
、
崔
南
善
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
李
昇
薫
に
緊
急
連
絡
を
取
り
、
天
道
教
の
独
立
運
動
計
画
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
合
作
運
動
の
背
景
を

説
明
し
た
。
ソ
ウ
ル
で
の
天
道
教
側
の
動
き
を
聞
い
た
李
昇
薫
は
、
直
ち
に
宣
川
の
地
方
査
経
会
に
列
席
し
て
い
た
梁
甸
伯
牧
師
、
劉
如
大

（
ユ
・
ヨ
デ
）
牧
師
、
金
秉
祚
（
キ
ム
・
ビ
ョ
ン
ジ
ョ
）
牧
師
、
李
明
龍
（
イ
・
ミ
ョ
ン
リ
ョ
ン
）
長
老
な
ど
と
会
合
し
て
こ
れ
を
告
げ
、

ま
た
、
長
老
派
の
有
力
な
吉
善
宙
牧
師
に
も
別
途
に
告
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
同
を
得
た
。
こ
れ
に
、
平
壌
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
独
自
路
線
は
一

旦
保
留
し
、
民
族
大
連
合
の
独
立
運
動
に
合
流
す
る
こ
と
に
し
た
）
25
（

。
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折
か
ら
、
ソ
ウ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
、
Y
M
C
A
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
者
学
生
の
独
立
運
動
計
画
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
。

Y
M
C
A
の
幹
事
朴
煕
道
（
パ
ク
・
ヒ
ー
ド
：
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
鐘
路
教
会
伝
道
師
）
は
、
Y
M
C
A
会
員
募
集
の
活
性
化
を
講
ず
る
た
め
、

Y
M
C
A
会
員
の
朱
翼
（
チ
ュ
・
イ
ク
：
普
成
専
門
学
校
卒
業
生
）、
尹
和
鼎
（
ユ
ン
・
フ
ァ
ジ
ョ
ン
：
元
延
禧
専
門
学
校
生
）、
金
元
壁

（
キ
ム
・
ウ
ォ
ン
ビ
ョ
ク
：
延
禧
専
門
学
校
生
）、
姜
基
徳
（
ガ
ン
・
ギ
ド
ク
：
普
成
専
門
学
校
生
）、
尹
滋
英
（
ユ
ン
・
ジ
ャ
ヨ
ン
：
京
城

専
修
学
校
生
）、
李
容

（
イ
・
ヨ
ン
ソ
ル
：
セ
ブ
ラ
ン
ス
医
専
生
）、
朱
鐘
宜
（
チ
ュ
・
ジ
ョ
ン
イ
：
京
城
工
業
専
門
学
校
生
）、
金
炯
璣

（
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ギ
：
京
城
医
学
専
門
学
校
生
）
な
ど
を
召
集
し
た
。
こ
の
席
で
朱
翼
が
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る
弱
小
民
族
の
独
立
ラ
ッ

シ
ュ
に
関
し
て
論
じ
、
こ
の
よ
う
な
時
機
に
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
独
立
運
動
の
決
起
を
主
張
し
た
）
26
（

。
し
か
し
、
Y
M
C
A
で
多
く
の
会

員
か
ら
信
望
を
得
て
い
た
金
元
壁
は
、
時
機
尚
早
を
指
摘
し
、
独
立
運
動
の
決
起
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
金
元
壁
は
宣
川
の
ア
メ

リ
カ
人
宣
教
師
メ
ッ
ク
キ
ュ
ン
と
相
談
し
て
か
ら
独
立
運
動
を
決
心
し
、
こ
れ
を
Y
M
C
A
会
長
の
李
秉
周
（
イ
・
ビ
ョ
ン
ジ
ュ
）
に
知

ら
せ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ソ
ウ
ル
の
キ
リ
ス
ト
学
生
ら
は
、
Y
M
C
A
を
中
心
に
勧
誘
活
動
に
立
ち
上
が
り
、
学
生
グ
ル
ー
プ
の
独
立
運
動

を
本
格
的
に
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
学
生
グ
ル
ー
プ
の
独
立
運
動
計
画
は
宣
言
書
（
起
草
者
、
朱
翼
）
作
成
ま
で
完
了

し
た
が
、
民
族
大
連
合
に
よ
る
独
立
運
動
の
計
画
が
浮
上
し
、
学
生
グ
ル
ー
プ
の
独
自
行
動
は
保
留
し
て
こ
れ
に
合
流
し
た
）
27
（

。

一
方
、
李
昇
薫
は
、
知
人
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
孫
貞
道
（
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
ド
：
元
貞
洞
教
会
）
牧
師
、
申
洪
植
（
シ
ン
・
ホ
ン
シ
ク
：
平
壌

南
山
峴
教
会
）
牧
師
に
も
独
立
運
動
計
画
を
説
明
し
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
積
極
的
な
参
加
を
要
請
し
た
。
李
昇
薫
の
勧
誘
に
応
じ
て
加
盟
し

た
申
洪
植
牧
師
は
、
Y
M
C
A
幹
事
朴
煕
道
に
も
独
立
運
動
の
計
画
を
告
げ
た
。
学
生
グ
ル
ー
プ
の
独
自
行
動
を
計
画
し
て
い
た
朴
煕
道

は
、
結
局
民
族
大
連
合
に
合
流
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
側
の
代
表
性
を
帯
び
る
た
め
に
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
側
の
積
極

的
参
加
が
必
要
で
あ
る
と
の
李
昇
薫
の
趣
旨
に
従
い
、
申
洪
植
牧
師
と
朴
煕
道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
有
力
者
、
す
な
わ
ち
、
呉

基
善
（
オ
・
ギ
ソ
ン
：
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
監
理
司
）
牧
師
、
鄭
春
洙
（
チ
ョ
ン
・
チ
ュ
ン
ス
：
元
山
上
里
教
会
）
牧
師
、
呉
華
英
（
オ
・
フ
ァ

ヨ
ン
：
ソ
ウ
ル
鍾
橋
教
会
）
牧
師
、
崔
聖
模
（
チ
ェ
・
ソ
ン
モ
：
海
州
南
本
町
教
会
）
牧
師
、
申
錫
九
（
シ
ン
・
ソ
ク
：
水
標
橋
教
会
）
な
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ど
に
独
立
運
動
計
画
を
説
明
し
、
積
極
的
な
参
加
を
誘
導
し
た
）
28
（

。

ま
た
、
李
昇
薫
は
、
個
人
的
知
り
合
い
の
長
老
派
「
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
教
会
」（
済
衆
院
教
会
）
の
助
事
咸
台
永
（
ハ
ム
・
テ
ヨ
ン
：
休

職
法
官
、
元
長
老
派
総
会
書
記
）
と
同
教
会
執
事
の
李
甲
成
（
イ
・
ガ
ブ
ソ
ン
：
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
職
員
）
に
会
い
、
独
立
運
動
の
計
画
を

説
明
し
て
積
極
的
賛
同
を
得
た
。
そ
の
後
、
李
甲
成
は
地
方
キ
リ
ス
ト
教
界
に
対
す
る
勧
誘
活
動
と
連
絡
を
受
け
持
ち
、
咸
台
永
は
李
昇
薫

と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
側
を
代
表
し
て
天
道
教
と
の
協
議
に
努
め
た
。

要
す
る
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
天
道
教
と
の
合
作
運
動
に
な
る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
両
大
教
派
の
長
老
派
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
連
帯
が

必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
李
昇
薫
は
、
両
大
教
派
の
有
力
な
牧
師
や
長
老
、
ま
た
、
李
商
在
の
よ
う
な
社
会
的
名
望
の
あ
る

キ
リ
ス
ト
者
を
抱
き
こ
も
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
李
昇
薫
の
働
き
は
、
結
果
的
に
三
・
一
運
動
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
界
が
組
織
的
な

キ
リ
ス
ト
者
大
衆
動
員
に
成
功
し
た
要
因
と
な
っ
た
と
言
い
う
る
。

と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
天
道
教
と
の
合
作
が
最
初
か
ら
容
易
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
天
道
教
と
の
宗
教
的

不
調
和
の
問
題
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
信
仰
の
異
な
る
天
道
教
と
如
何
に
し
て
合
作
が
で
き
る
か
、
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
最
初
、
キ
リ
ス

ト
教
界
は
、
平
壌
に
お
い
て
長
老
派
中
心
に
、
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
Y
M
C
A
の
学
生
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
運
動
を
計
っ

て
い
た
。
折
し
も
、
天
道
教
の
合
作
提
議
が
あ
り
、
民
族
大
連
合
の
独
立
運
動
に
賛
同
し
た
李
昇
薫
は
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
を
糾
合
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
天
道
教
と
の
宗
教
的
不
調
和
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
側
の
一
次
会
同
の
際
、
朴
煕
道
は
、「
天

道
教
と
は
教
義
も
違
い
、
ま
た
団
体
も
均
し
か
ら
ず
、
同
派
の
者
等
は
如
何
な
る
考
に
て
如
何
な
る
方
針
の
下
に
基
る
や
も
能
く
判
ら
ざ
る

に
吾
々
耶
蘇
教
派
の
者
と
共
に
な
る
事
が
出
来
る
か
」、
と
天
道
教
と
の
合
作
に
疑
問
を
呈
し
た
）
29
（

。 

さ
ら
に
、
同
席
し
た
鄭
春
洙
牧
師
も
、

「
天
道
教
と
合
同
し
て
は
不
可
な
り
、
其
れ
は
、
吾
々
は
基
督
教
牧
師
身
分
な
る
故
、
感
情
を
以
て
事
を
為
す
は
然
り
、
人
道
の
正
義
に
依

り
事
を
為
す
も
の
な
り
、
然
る
に
天
道
教
は
如
何
な
る
考
え
の
下
に
遣
る
か
判
ら
ざ
る
故
、
同
教
と
の
合
同
は
不
可
な
り
」、
と
天
道
教
と

の
合
作
に
強
く
反
対
し
た
）
30
（

。
こ
の
よ
う
な
反
対
意
見
が
強
か
っ
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
側
は
二
次
会
同
で
、
天
道
教
と
の
合
作
問
題
を
再
び
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議
論
し
た
。
こ
の
時
、
参
会
し
た
安
世
桓
は
、
天
道
教
と
の
宗
教
的
不
調
和
の
問
題
に
つ
い
て
、「
独
立
運
動
は
天
道
教
と
云
い
、
耶
蘇
教

と
云
い
、
教
派
に
て
す
る
仕
事
に
あ
ら
ず
、
朝
鮮
民
族
全
部
に
て
す
る
事
業
故
、
何
人
に
て
も
同
志
の
者
は
合
体
し
て
す
る
方
が
宜
し
か
ら

ん
」、
と
天
道
教
と
の
合
作
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
）
31
（

。
こ
れ
に
、
参
会
者
一
同
が
安
世
桓
の
発
言
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
道
教
と

の
合
作
が
確
定
し
た
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
す
な
わ
ち
、
運
動
路
線
の
問
題
で
あ
っ
た
。
独
立
運
動
の
準
備
段
階
で
キ
リ
ス
ト
教
側
は
、

「
自
治
」
の
要
求
か
「
独
立
」
の
要
求
か
、
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
が
、
結
局
「
独
立
」
の
要
求
に
意
見
を
合
わ
せ
た
。
例
え
ば
、
鄭
春
洙

牧
師
は
、「
独
立
は
ま
だ
出
来
ず
、
独
立
を
す
れ
ば
凡
て
の
事
を
他
の
干
渉
な
り
、
朝
鮮
人
而
已
に
て
行
わ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
、
今
朝
鮮

の
状
態
似
て
は
不
能
の
事
の
故
、
自
決
と
す
る
事
と
し
」、
と
述
べ
た
）
32
（

。
し
か
し
、
他
の
参
会
者
は
「
独
立
請
願
」
を
要
求
す
る
こ
と
と
し
、

キ
リ
ス
ト
教
側
は
、「
独
立
請
願
」
を
日
本
政
府
と
朝
鮮
総
督
府
に
提
出
す
る
こ
と
で
意
見
を
ま
と
め
た
）
33
（

。

と
こ
ろ
が
、
天
道
教
側
は
、「
独
立
請
願
」
で
は
な
く
、「
独
立
宣
言
」
を
主
張
し
た
）
34
（

。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
側
が
「
独
立
請
願
」
を
提

出
す
る
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
側
と
の
合
同
を
せ
ず
、
天
道
教
独
自
に
運
動
を
推
し
進
め
る
方
針
で
あ
っ
た
。「
独
立
請
願
論
」
は
、
独
立
を

追
い
求
め
る
が
、
日
帝
の
支
配
を
現
実
的
に
受
け
入
れ
、
日
帝
に
独
立
を
請
願
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
帝
に
よ
っ
て
独
立

が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
正
面
衝
突
を
避
け
る
こ
と
で
自
治
を
念
頭
に
置
い
た
立
場
で
あ
っ
た
）
35
（

。
キ
リ
ス
ト
教
側
の
民
族
代
表
吉

善
宙
、
梁
甸
伯
、
鄭
春
洙
、
申
洪
植
、
金
昌
俊
、
朴
煕
道
、
李
甲
成
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
独
立
宣
言
論
」
は
、

日
帝
の
同
意
可
否
と
無
関
係
に
し
、
韓
国
民
衆
と
日
帝
と
全
世
界
に
独
立
を
宣
言
し
よ
う
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
帝
の
支
配
現

実
自
体
を
不
正
と
す
る
こ
と
で
、
正
面
衝
突
と
暴
力
的
闘
い
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
界
の
民
族
代
表
李
昇
薫
、
劉
如

大
、
申
錫
九
、
呉
華
英
、
李
明
竜
な
ど
と
、
天
道
教
・
仏
教
界
民
族
代
表
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
独
立
請
願
論
」

の
キ
リ
ス
ト
教
側
に
対
し
て
李
昇
薫
な
ど
の
説
得
が
あ
り
、
と
ど
の
つ
ま
り
「
独
立
宣
言
論
」
と
し
て
決
め
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
民

族
大
連
合
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
）
36
（

。
し
か
し
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
リ
ー
ダ
ー
呉
基
善
（
オ
・
ギ
ソ
ン
）
は
、「
独
立
宣
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言
」
へ
規
定
に
不
満
を
持
っ
て
民
族
代
表
か
ら
自
退
し
た
）
37
（

。

要
す
る
に
、
三
・
一
独
立
運
動
の
準
備
段
階
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
側
は
、
天
道
教
と
の
合
作
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
多
少
の
異
見
が
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
的
不
調
和
の
問
題
、
運
動
路
線
の
問
題
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
的
不
調
和
の
問
題
に
つ
い
て
、「
宗
教

派
の
問
題
で
な
く
、
国
家
の
問
題
だ
か
ら
合
同
し
た
方
が
良
か
ろ
う
」
と
い
う
意
見
、
ま
た
、
運
動
路
線
の
問
題
に
つ
い
て
も
、「
請
願
を

す
る
に
も
、
宣
言
を
す
る
に
つ
い
て
も
天
道
教
と
合
同
し
た
方
が
便
利
だ
」
と
い
う
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
側
と
天
道

教
側
の
合
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
）
38
（

。

そ
の
間
、
天
道
教
は
仏
教
界
と
儒
教
界
に
も
民
族
大
連
合
を
申
し
入
れ
た
。
仏
教
界
は
韓
竜
雲
（
ハ
ン
・
ヨ
ン
ウ
ン
）、
白
龍
城
（
ペ
ク
・

ヨ
ン
ソ
ン
）
な
ど
が
積
極
的
に
賛
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
界
と
の
連
合
も
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
儒
教
界
は
独
自
の

独
立
宣
言
を
推
進
す
る
事
に
し
、
儒
教
界
と
の
連
合
は
霧
散
し
た
。
こ
う
い
う
経
過
を
経
て
、
天
道
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
そ
し
て
学

生
層
に
よ
る
民
族
大
連
合
の
独
立
運
動
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
合
作
を
成
し
遂
げ
た
キ
リ
ス
ト
教
側
と
天
道
教
側
は
、
役
割
分
担
に
よ
り
、
三
・
一
運
動
を
組
織
的
に
推
進
し
た
。
キ

リ
ス
ト
教
側
は
、
日
本
の
政
官
界
と
の
交
渉
を
受
け
持
っ
た
が
、
交
渉
者
と
し
て
安
世
桓
（
平
壌
耶
蘇
教
書
院
総
務
）
を
派
遣
し
た
。
ま

た
、
開
城
南
部
教
会
の
伝
道
師
の
金
智
煥
（
キ
ム
・
ジ
フ
ヮ
ン
）
に
、
独
立
宣
言
書
を
米
大
統
領
に
送
付
す
る
任
務
を
与
え
た
。
金
智
煥
は

満
洲
安
東
県
へ
脱
出
し
、「
一
〇
五
人
事
件
」
の
連
累
者
で
、
三
・
一
運
動
直
前
に
上
海
に
亡
命
し
て
い
た
玄
楯
（
ヒ
ョ
ン
・
ス
ン
：
元
貞

洞
教
会
）
牧
師
に
独
立
宣
言
書
を
郵
送
し
た
。
そ
し
て
、
独
立
宣
言
書
を
地
方
に
配
布
す
る
こ
と
は
、
李
甲
成
と
金
昌
俊
が
受
け
持
ち
、
学

生
と
教
会
青
年
を
動
員
し
て
全
国
各
地
に
配
布
し
た
。
ソ
ウ
ル
在
住
の
宣
教
師
と
各
国
領
事
館
に
対
す
る
交
渉
も
キ
リ
ス
ト
教
側
が
受
け

持
っ
た
。
ま
た
、
三
月
一
日
の
当
日
の
学
生
動
員
に
も
Y
M
C
A
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
側
の
役
割
で
あ
っ
た
。

特
に
当
日
の
学
生
党
員
に
は
キ
リ
ス
ト
教
女
学
生
の
働
き
が
著
し
か
っ
た
。
そ
の
働
き
の
中
心
に
金
瑪
利
亜
（
キ
ム
・
マ
リ
ア
：
当
時
、

東
京
女
学
院
生
）
が
い
た
。
東
京
女
子
親
睦
会
代
表
で
あ
っ
た
金
瑪
利
亜
は
、
東
京
で
「
朝
鮮
青
年
独
立
団
」
に
活
動
資
金
を
提
供
す
る
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な
ど
「
二
・
八
独
立
宣
言
」
の
誕
生
に
隠
れ
た
貢
献
が
あ
っ
た
）
39
（

。
金
瑪
利
亜
は
、「
二
・
八
独
立
宣
言
」
の
時
に
一
緒
で
あ
っ
た
黄
愛
施
徳

（
フ
ヮ
ン
・
エ
ス
テ
ル
：
当
時
、
東
京
女
医
学
校
生
）
と
共
に
、
こ
の
事
実
を
国
内
に
詳
細
に
伝
え
る
た
め
、
帰
国
し
た
。
二
月
一
七
日
東

京
を
出
発
し
た
金
瑪
利
亜
は
、
釜
山
で
姑
母
の
金
順
愛
と
回
逢
し
た
後
、
上
海
で
の
独
立
運
動
に
つ
い
て
聞
い
た
。
ま
た
、
光
州
に
移
動
し

て
南
宮
爀
（
妹
婿
）
な
ど
の
愛
国
志
士
に
会
い
、
上
海
と
東
京
で
の
独
立
運
動
を
伝
え
た
後
、
ソ
ウ
ル
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
二
月
二
八

日
ソ
ウ
ル
に
到
着
し
た
黄
愛
施
徳
は
、
上
京
し
た
金
瑪
利
亜
と
行
動
を
一
緒
に
し
た
）
40
（

。
翌
日
、
三
・
一
運
動
が
勃
発
す
る
と
、
金
と
黄
は
梨

花
学
堂
（
イ
フ
ァ
：
米
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
、
梨
花
女
子
大
学
の
前
身
）
で
、
朴
仁
徳
（
パ
ク
・
イ
ン
ド
ク
：
梨
花
学
堂
教
師
）、
申
俊
励
（
シ

ン
・
ジ
ュ
ン
レ
ー
：
梨
花
学
堂
教
師
）、
金
活
蘭
（
キ
ム
・
フ
ヮ
ル
ラ
ン
：
梨
花
学
堂
教
師
）、
孫
貞
順
（
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ン
：
梨
花
学
堂

大
学
科
学
生
）、
羅
蕙
錫
（
ナ
・
ヘ
ス
ォ
ク
：
東
京
女
子
美
術
学
校
卒
業
生
）、
安
淑
子
（
ア
ン
・
ス
ク
ジ
ャ
：
日
本
陸
軍
中
尉
廉
昌
燮
の

妻
）、
安
秉
淑
（
ア
ン
・
ビ
ョ
ン
ス
ク
：
中
央
教
会
教
師
）
な
ど
と
会
合
を
持
ち
、（
1
）独
立
運
動
に
は
女
性
の
活
動
が
何
よ
り
必
要
で
あ

る
か
ら
女
性
団
体
を
組
織
し
、
男
性
の
団
体
と
連
係
し
て
活
動
す
る
。（
2
）こ
の
よ
う
な
目
的
を
果
た
す
た
め
に
女
性
団
体
に
監
事
を
置

く
。（
3
）独
立
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
各
女
学
校
の
休
校
を
断
行
す
る
、
と
い
う
内
容
を
確
認
し
合
っ
た
。
こ
れ
に
、
金
瑪
利
亜
、
黄

愛
施
徳
、
朴
仁
徳
、
羅
蕙
錫
な
ど
は
、
貞
信
女
学
校
（
チ
ョ
ン
シ
ン
：
長
老
派
）
を
含
め
た
各
女
学
校
を
回
っ
て
休
校
勧
誘
活
動
を
行
っ

た
）
41
（

。結
果
的
に
三
・
一
運
動
の
胎
動
段
階
か
ら
、
国
内
の
構
想
・
実
施
段
階
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
少
な
く
な
い
貢
献
を
し
た
。
実
に
、「
独

立
宣
言
書
」
に
署
名
し
た
民
族
代
表
三
三
人
の
中
、
一
六
人
が
キ
リ
ス
ト
教
側
人
物
で
あ
り
、
主
要
人
物
五
一
人
の
中
、
二
五
人
が
キ
リ
ス

ト
者
で
あ
っ
た
。
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Ⅳ
．
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
の
キ
リ
ス
ト
教
史
的
理
解

三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
を
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
史
的
見
方
で
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
事
実
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、「
新
民
会
」
と
の
連
繋
性
、
運
動
の
大
衆
化
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
意
識
の
分
化
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、「
新
民
会
」
と
の
連
繋
性
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
う
。
三
・
一
運
動
に
お
い
て
、「
新
民
会
」
の
連
繋
性
は
、
胎
動
段
階
か
ら
著

し
か
っ
た
。「
新
民
会
」
創
立
の
主
役
の
安
昌
浩
は
、
米
洲
の
「
大
韓
人
国
民
会
」
を
中
心
に
活
発
な
外
交
活
動
に
努
め
、
臨
時
政
府
樹
立

に
ま
で
係
わ
っ
た
。
安
昌
浩
な
ど
の
活
動
が
東
京
の
留
学
生
に
知
ら
れ
よ
う
に
な
り
、
三
・
一
運
動
の
序
曲
と
も
い
え
る
「
二
・
八
独
立
宣

言
」
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
上
海
の
鮮
于
爀
は
、「
新
韓
青
年
党
」
の
密
命
を
受
け
て
国
内
に
潜
入
し
、
や
は
り
「
新
民
会
」
の
昔
の
同

志
で
あ
る
西
北
地
方
の
キ
リ
ス
ト
者
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
壌
の
キ
リ
ス
ト
教
の
独
立
運
動
計
画
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ま
た
国
内
の
李
昇
薫
、
梁
甸
伯
、
李
明
竜
（
以
上
民
族
代
表
署
名
者
）、
安
世
桓
（
民
族
代
表
非
署
名
者
）
は
、
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程

に
お
い
て
核
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

ま
た
、 

三
・
一
運
動
の
勃
発
以
後
に
お
い
て
も
、「
新
民
会
」
出
身
及
び
間
接
的
な
影
響
を
受
け
た
キ
リ
ス
ト
者
ら
は
、
三
・
一
運
動
に

積
極
的
に
加
わ
っ
た
。
姜
奎
燦
、
辺
麟
瑞
、
都
寅
権
、
尹
聖
運
、
尹
愿
三
、
李
徳
煥
な
ど
は
平
壌
に
お
い
て
、
洪
成
益
は
宣
川
に
お
い
て
万

歳
運
動
を
主
導
し
た
。「
新
民
会
」
の
後
を
継
い
だ
「
朝
鮮
国
民
会
」
の
関
連
者
の
朴
仁
寛
は
、
三
・
一
運
動
の
祭
、
西
北
地
方
で
「
大
韓

国
民
会
」
の
結
成
を
主
導
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
「
新
民
会
」
の
組
織
力
と
国
権
回
復
の
精
神
は
、
三
・
一
運
動
に
お
い
て
キ
リ

ス
ト
教
界
の
活
躍
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
新
民
会
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
標
榜
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
社
会
運
動
の
萌
芽
と
し
て
そ
の
歴
史
的
意
味
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
駆
け
的
な
努
力
が
連
綿
と
し
て
継
承
さ
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れ
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
活
躍
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
史
的
観
点
に
お
い
て
、
三
・
一
運
動
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
運
動
の
大
衆
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
新
民
会
」

ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
実
践
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
が
強
い
西
北
地
方
中
心
に
局
限
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
・
一

運
動
は
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
の
比
較
的
に
弱
か
っ
た
南
部
地
域
、
す
な
わ
ち
釜
山
、
慶
南
、
光
州
、
全
南
、
慶
北
な
ど
の
地
域
を
含
め
て
全

国
的
に
キ
リ
ス
ト
者
主
導
の
万
歳
示
威
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
・
一
運
動
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
学
生
及
び
キ
リ
ス
ト
者
女
性
の
活

躍
が
著
し
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
系
学
生
は
、
宣
言
書
や
地
下
新
聞
の
複
製
・
配
布
に
核
心
的
役
割
を
果
た
し
た
り
、
地
元
の
示
威
を
主
導

し
た
り
す
る
な
ど
、
万
歳
示
威
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
地
域
、
多
様
な
階
層
の
独
立
運
動
の
経
験
は
、
今
ま
で

の
社
会
的
実
践
の
周
辺
部
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
大
衆
の
自
覚
に
つ
な
が
っ
た
。
社
会
運
動
的
側
面
で
も
運
動
の
組
織
、
運
動
の
主
体
、
運

動
の
方
法
に
お
い
て
一
段
階
成
長
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
界
の
特
徴
と
し
て
、「
政
治
的
現
実
主
義
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
的
に
、「
独

立
請
願
論
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
三
・
一
運
動
を
準
備
す
る
過
程
に
お
い
て
、
運
動
の
性
格
を
ど
う
規
定
す
る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て

議
論
が
あ
っ
た
。「
民
族
の
独
立
」、「
国
権
回
復
」
と
い
う
究
極
的
な
目
標
に
は
皆
賛
成
し
た
が
、
方
法
論
に
お
い
て
「
独
立
宣
言
論
」
と

「
独
立
請
願
論
」
と
い
う
異
見
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。「
独
立
請
願
論
」
は
、
独
立
を
追
い
求
め
る
が
、
日
帝
の
支
配
を
現
実
的
に
受

け
入
れ
、
日
帝
に
独
立
を
請
願
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
帝
に
よ
っ
て
独
立
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
正
面
衝
突

を
避
け
る
こ
と
で
自
治
を
念
頭
に
置
い
た
立
場
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
側
の
民
族
代
表
の
吉
善
宙
、
梁
甸
伯
、
鄭
春
洙
、
申
洪
植
、
金
昌

俊
、
朴
煕
道
、
李
甲
成
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
。
反
面
「
独
立
宣
言
論
」
は
、
日
帝
の
同
意
可
否
に
関
わ
ら
ず
、
韓
国
民
衆
と

日
帝
及
び
全
世
界
に
独
立
を
宣
言
し
よ
う
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
帝
の
支
配
と
い
う
現
実
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
正
面
衝
突
と

暴
力
的
闘
い
の
可
能
性
も
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
界
の
民
族
代
表
の
李
昇
薫
、
劉
如
大
、
申
錫
九
、
呉
華
英
、
李
明
竜
な
ど
と
天
道
教
・
仏

教
界
が
こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
異
見
に
よ
っ
て
、
民
族
大
連
合
が
一
時
期
決
裂
危
機
に
あ
っ
た
。「
独
立
請
願
論
」
の
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キ
リ
ス
ト
教
側
に
対
し
て
李
昇
薫
の
説
得
が
あ
り
、
結
局
、「
独
立
宣
言
論
」
と
し
て
民
族
大
連
合
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

キ
リ
ス
ト
教
側
の
「
独
立
請
願
論
」
的
認
識
は
、
三
・
一
運
動
の
勃
発
以
後
に
も
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
・
一
運
動
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
者
の
一
団
に
お
い
て
、「
現
実
主
義
」
的
政
治
意
識
が
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
三
・
一
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
意
識
が
分
化
し
て
現
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
は
、
完
全
独
立
を
通
じ
る
民

主
共
和
国
建
設
の
立
場
と
、
も
う
一
つ
は
、
現
実
的
支
配
勢
力
で
あ
る
日
本
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
自
治
を
通
じ
る
漸
進
的
独
立
国
家
建
設

の
立
場
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
の
流
れ
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
で
あ
っ
た
。

Ⅴ
．
終
わ
り
に

以
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
持
て
る
力
量
を
十
分
投
入
し
て
三
・
一
運
動
に
主
導
的
に
参
加
し
た
。
三
・
一
運
動
に
お
い

て
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
の
よ
う
に
積
極
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

第
一
、
武
断
統
治
の
結
果
に
よ
っ
て
、
大
部
分
の
社
会
組
織
が
崩
壊
し
た
状
況
で
、
ほ
ぼ
唯
一
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
組
織
が
宗
教
団

体
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
帝
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
団
体
に
対
し
て
も
、「
布
教
規
則
」
な
ど
の
法
規
を
使
っ
て
弾
圧
を
加
え
た
。
し

か
し
、
宗
教
団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
弾
圧
に
反
発
し
つ
つ
、
内
部
的
に
抗
日
意
識
を
強
化
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
武
断
統
治
が
あ
っ
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
も
例
外
な
く
、
三
・
一
運
動
に
躍
動
的
参
加
が
で
き
た
。
第
二
、
キ
リ

ス
ト
教
は
、
他
宗
教
に
比
べ
て
、
早
く
か
ら
私
学
を
設
立
す
る
な
ど
近
代
教
育
に
力
点
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
な
近
代
教
育
の
結
果
と
し
て

近
代
的
民
主
意
識
を
取
り
揃
え
た
男
女
学
生
た
ち
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
・
一
運
動
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
系
学
生

の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
彼
ら
の
活
躍
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
キ
リ
ス
ト
者
の
積
極
的
な
参
加
が
実
現
し
た
。
第
三
、
キ
リ
ス
ト
者
の
民
族
意
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識
の
成
熟
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
界
は
、
併
合
以
前
か
ら
国
権
回
復
の
た
め
の
愛
国
啓
蒙
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
民
族
意
識
を
発
現
し
て
き
た
。
ま
た
愛
国
啓
蒙
運
動
に
お
い
て
最
も
優
れ
た
団
体
と
し
て
評
価
さ
れ
る
「
新
民
会
」
に
も
、
多
数
の
キ
リ

ス
ト
者
が
加
盟
し
た
。「
新
民
会
」
は
、
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
が
、「
箕
城
ボ
ー
ル
団
」、「
朝
鮮
国
民
会
」
な
ど
の
秘
密
結
社
に
よ
っ
て
、

そ
の
気
脈
を
受
け
継
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
民
族
運
動
に
お
け
る
人
的
精
神
的
蓄
積
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
民
族
意
識
は
成
熟
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
三
・
一
運
動
へ
の
キ
リ
ス
ト
者
の
躍
動
的
参
加
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

一
方
、
三
・
一
運
動
の
過
程
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
は
、
重
要
な
変
化
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
的
全
階

層
的
拡
大
を
通
じ
て
社
会
運
動
が
大
衆
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
意
識
の
分
化
が
生
じ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
の
変
化
を
予
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
・
一
運
動
を
通
じ
て
大

衆
化
を
経
な
が
ら
名
実
共
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
に
定
着
し
て
い
く
一
方
、
政
治
意
識
の
分
化
に
よ
っ
て
社
会
運
動
の
多
様
化
、
あ
る
い

は
分
裂
の
方
向
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
の
変
化
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
が
韓
国
民
族
主
義

の
一
軸
を
成
し
て
い
た
た
め
、
全
体
民
族
主
義
の
流
れ
の
変
化
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
に
お
い
て
、

三
・
一
運
動
以
後
に
本
格
化
す
る
社
会
主
義
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

金
泰
勳
（
キ
ム
・
テ
ー
フ
ン
）、『
近
代
日
韓
教
育
関
係
史
研
究
序
説
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
八
、
三
一
八
頁
。
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（
2
） 

同
上
。

（
3
） 
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
、 

韓
皙
曦
（
ハ
ン
・
ソ
ッ
キ
）
訳
、『
朝
鮮
の
自
由
の
た
め
の
闘
い
』、
太
平
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
一
八
六
頁
。

（
4
） 
小
川
圭
治
・
池
明
観
（
チ
・
ミ
ョ
ン
カ
ン
）
編
、『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
二
）』、
新
教
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、

三
八
二
頁
。

（
5
） 

朝
鮮
総
督
府
内
務
部
学
務
局
編
、『
朝
鮮
教
育
要
覧
』、
朝
鮮
総
督
府
内
務
部
学
務
局
、
一
九
一
五
年
、
六
三
〜
八
五
頁
。
朴
慶
植
（
パ
ク
・
キ
ョ

ン
シ
ク
）、『
日
本
帝
国
主
義
と
朝
鮮
支
配
』
上
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
五
八
頁
。
尹
健
次
（
ユ
ン
・
ゴ
ン
チ
ャ
）、『
朝
鮮
近
代
教
育

の
思
想
と
運
動
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
四
二
九
頁
な
ど
か
ら
参
照
し
て
作
成
。

（
6
） 

姜
渭
祚
（
ガ
ン
・
ウ
ィ
ジ
ョ
）、『
日
本
統
治
下
韓
国
의 

宗
教
와 

政
治
（
日
本
統
治
下
韓
国
の
宗
教
と
政
治
）』、
大
韓
基
督
教
書
会
、
一
九
七
七

年
、
三
八
頁
。

（
7
） 

朴
殷
植
（
パ
ク
・
ウ
ン
シ
ク
）、『
韓
国
独
立
運
動
之
血
史
』
上
、
西
門
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
一
三
〇
頁
。

（
8
） 

同
上
。

（
9
） 

韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、『
한
국 

기
독
교
의 

역
사
（
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
）』
Ⅱ
、
基
督
教
文
社
、
一
九
八
九
年
、
二
七
頁
。

（
10
） 

小
川
圭
治
・
池
明
観
編
、『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
二
）』、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
。

（
11
） 

朴
殷
植
、『
韓
国
独
立
運
動
之
血
史
』
上
、
一
三
七
〜
一
四
〇
頁
。

（
12
） 

姜
徳
相
（
カ
ン
・
ト
ク
サ
ン
）、『
朝
鮮
三
・
一
独
立
運
動
』
呂
運
亨
評
伝
1
、
新
幹
社
、
二
〇
〇
二
年
、
八
七
〜
一
〇
七
頁
。

（
13
） 

長
田
彰
文
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
国
際
関
係
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
九
七
〜
九
八
頁
。

（
14
） 

同
上
。

（
15
） 

愼
鏞
廈
（
シ
ン
・
ヨ
ン
ハ
）、『
三
・
一
運
動
과 

独
立
運
動
의 
社
会
史
（
三
・
一
運
動
と
独
立
運
動
の
社
会
史
）』、
ソ
ウ
ル
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
一
年
、
一
七
二
頁
。
長
田
彰
文
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
国
際
関
係
』、
一
〇
〇
頁
。

（
16
） 

長
田
彰
文
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
国
際
関
係
』、
一
〇
〇
頁
。

（
17
） 

同
上
書
、
一
〇
三
頁
。

（
18
） 

姜
徳
相
（
カ
ン
・
ト
ク
サ
ン
）
編
、『
現
代
史
資
料
』
26
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
、
一
〜
一
八
頁
。

（
19
） 『T

he Japan A
dvertiser

』
一
九
一
八
年
一
二
月
一
五
日
付
け
、“K

orean A
gitate for Independence ” 

及
び
一
二
月
一
八
日
付
け
、“Sm

all 
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165 三・一運動の準備過程におけるキリスト者の役割

N
ations A

sk to be R
ecognized ” 

な
ど
の
記
事
を
参
照
す
る
こ
と
。
あ
る
文
献
（
例
え
ば
、
金
成
植
、
金
学
鉉
訳
『
抗
日
韓
国
学
生
運
動
史
』、

高
麗
書
林
、
一
九
七
四
年
な
ど
）
で
は
、『
東
京
毎
日
新
聞
』、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
五
日
に
在
米
韓
国
人
の
活
動
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
の
結
果
、『
東
京
毎
日
新
聞
』、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
五
日
に
そ
う
い
う
記
事
は
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
『
大
阪
毎

日
新
聞
』、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
八
日
付
け
に
、
パ
リ
講
和
会
議
で
民
族
自
決
の
原
則
を
承
認
す
る
こ
と
と
弱
小
民
族
代
表
を
講
和
会
議
の
正

会
員
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
記
事
は
あ
っ
た
。

（
20
） 

姜
徳
相
編
、『
現
代
史
資
料
』
26
、
一
八
頁
。

（
21
） 

長
田
彰
文
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
国
際
関
係
』、
一
二
七
頁
。

（
22
） 

姜
徳
相
編
、『
現
代
史
資
料
』
26
、
二
一
頁
。

（
23
） 

朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
、『
朝
鮮
三
・
一
獨
立
騒
擾
事
件
』、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
、
四
七
〜
四
九
頁
。「
李
昇
薫
陳
述
聴
取
書
」、
市
川

正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
三
年
、
一
四
八
〜
一
五
一
頁
。「
安
世
桓
陳
述
聴
取
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一

独
立
運
動
』
第
三
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
三
年
、
三
〜
五
頁
。

（
24
） 

朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
、『
朝
鮮
三
・
一
獨
立
騒
擾
事
件
』、
一
一
〜
一
三
頁
。

（
25
） 

同
上
書
、
四
七
〜
四
九
頁
。

（
26
） 

同
上
書
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
27
） 

同
上
。

（
28
） 「
李
昇
薫
検
事
審
問
調
書
」、「
李
昇
薫
陳
述
聴
取
書
」、「
朴
煕
道
検
事
審
問
調
書
」、「
朴
煕
道
陳
述
聴
取
書
」、「
申
洪
植
検
事
審
問
調
書
」、
市

川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
四
八
〜
一
六
四
頁
。

（
29
） 「
朴
煕
道
検
事
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
五
二
頁
。

（
30
） 「
鄭
春
洙
検
事
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
八
六
頁
。

（
31
） 「
朴
煕
道
検
事
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
五
二
頁
。

（
32
） 「
鄭
春
洙
検
事
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
八
六
頁
。

（
33
） 「
朴
煕
道
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、「
鄭
春
洙
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、「
呉
華
英
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一

独
立
運
動
』
第
一
巻
、
二
九
八
〜
三
七
八
頁
。
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（
34
） 「
安
世
桓
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
三
巻
、
六
〇
〜
六
一
頁
。

（
35
） 「
鄭
春
洙
検
事
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
一
八
六
頁
。

（
36
） 「
李
昇
薫
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、「
朴
煕
道
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
二
八
七
〜

三
〇
九
頁
。

（
37
） 「
呉
基
善
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
四
巻
、
三
二
四
頁
。

（
38
） 「
朴
煕
道
地
方
法
院
予
審
審
問
調
書
」、
市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
、
三
〇
一
頁
。

（
39
） 

金
成
植
（
キ
ム
・
ソ
ン
シ
ク
）、
金
学
鉉
（
キ
ム
・
ハ
ク
ヒ
ョ
ン
）
訳
、『
抗
日
韓
国
学
生
運
動
史
』、
高
麗
書
林
、
一
九
七
四
年
、
四
六
頁
。
朝

鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
、『
朝
鮮
三
・
一
獨
立
騒
擾
事
件
』、
二
四
頁
。

（
40
） 

朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
、『
朝
鮮
三
・
一
獨
立
騒
擾
事
件
』、
二
五
〜
二
六
頁
。

（
41
） 

同
上
。

　
　
　
参
考
文
献

1
．
資
料
集

市
川
正
明
編
、『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
〜
第
四
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
三
年
。

姜
徳
相
（
カ
ン
・
ト
ク
サ
ン
）
編
、『
現
代
史
資
料
』
26
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
。

小
川
圭
治
・
池
明
観
（
チ
・
ミ
ョ
ン
カ
ン
）
編
、『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
二
）』、
新
教
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
、『
朝
鮮
三
・
一
獨
立
騒
擾
事
件
』、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
。
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2
．
韓
国
語
単
行
本

姜
渭
祚
（
ガ
ン
・
ウ
ィ
ジ
ョ
）、『
日
本
統
治
下
韓
国
의 

宗
教
와 

政
治
（
日
本
統
治
下
韓
国
の
宗
教
と
政
治
）』、
大
韓
基
督
教
書
会
、
一
九
七
七

年
。

金
成
植
（
キ
ム
・
ソ
ン
シ
ク
）、
金
学
鉉
（
キ
ム
・
ハ
ク
ヒ
ョ
ン
）
訳
、『
抗
日
韓
国
学
生
運
動
史
』、
高
麗
書
林
、
一
九
七
四
年
。

朴
殷
植
（
パ
ク
・
ウ
ン
シ
ク
）、『
韓
国
独
立
運
動
之
血
史
』
上
〜
下
、
西
門
文
庫
、
一
九
九
六
年
。

愼
鏞
廈
（
シ
ン
・
ヨ
ン
ハ
）、『
三
・
一
運
動
과 

独
立
運
動
의 

社
会
史
（
三
・
一
運
動
と
独
立
運
動
の
社
会
史
）』、
ソ
ウ
ル
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
一
年
。

韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、『
한
국 

기
독
교
의 

역
사
（
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
）』
Ⅱ
、
基
督
教
文
社
、
一
九
八
九
年
。

3
．
日
本
語
単
行
本

姜
徳
相
（
カ
ン
・
ト
ク
サ
ン
）、『
朝
鮮
三
・
一
独
立
運
動
』
呂
運
亨
評
伝
1
、
新
幹
社
、
二
〇
〇
二
年
。

金
泰
勳
（
キ
ム
・
テ
ー
フ
ン
）、『
近
代
日
韓
教
育
関
係
史
研
究
序
説
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
。

朝
鮮
総
督
府
内
務
部
学
務
局
編
、『
朝
鮮
教
育
要
覧
』、
朝
鮮
総
督
府
内
務
部
学
務
局
、
一
九
一
五
年
。

長
田
彰
文
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
国
際
関
係
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
。

朴
慶
植
（
パ
ク
・
キ
ョ
ン
シ
ク
）、『
日
本
帝
国
主
義
と
朝
鮮
支
配
』
上
〜
下
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
、 

韓
皙
曦
（
ハ
ン
・
ソ
ッ
キ
）
訳
、『
朝
鮮
の
自
由
の
た
め
の
闘
い
』、
太
平
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。

尹
健
次
（
ユ
ン
・
ゴ
ン
チ
ャ
）、『
朝
鮮
近
代
教
育
の
思
想
と
運
動
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
。
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